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1 広告募集 葛飾社協だより第151号（6月5日号）に広告を掲載しませんか。区内全戸配布の有効な広告媒体で、企業や商店などのPRにぜひ、ご活用くださ
い。申込締切は5月10日（金）です。申込書はホームページからダウンロードするか、ご連絡ください。　◆問合せ　企画総務係

「ワークスかつしか」
無料職業紹介所

55歳以上の方でお仕事をお探しな
ら「ワークスかつしか」へぜひ、
ご相談ください。

◆問合せ  3692-3181

青
砥
駅

青砥駅入口

かつしか
シンフォニーヒルズ

お花茶屋

ワークスかつしか
（シニア活動支援センター内）

京成青砥駅徒歩３分

第1回評議員会社協
25年度

平成25年5月30日（木）午後2時～
◆場所 :ウェルピアかつしか1階　ボランティア

活動室・社協研修室

◆議題 : 平成24年度事業報告、収支決算につ
いて  ほか

◆評議員会の傍聴
　評議員会を傍聴するには、「傍聴券」の交付
を受けていただく必要があります。「傍聴券」
は、評議員会当日、開始予定時刻の1時間前か
ら社協事務局で先着順（10名）に配付します。

◆お問合せ　企画総務係

を開催します

 「いきいきふれあいサロン堀切」は、旧
カドヤさんから場所を移し、堀切地区
センターで開設をしています。

「いきいきふれあいサロン堀切」
移転のお知らせ

「いきいきふれあいサロン堀切」
移転のお知らせ

時 間

場 所

毎週月曜日～金曜日
（年末年始、祝日等を除く）
午後１時～午後４時
堀切地区センター２階図書コーナー

ぜひ、足を
運んで
ください。

広告

心して暮らせる葛飾の未来に向けて心して暮らせる葛飾の未来に向けて安

Q.
社

協っ
て何ですか

？

　正式には『社会福祉協議会』と言って、法律で
定められた民間の福祉団体で、全国すべての

区市町村に設置されているんだよ。高齢者や障がい
のある方、子ども等、支援が必要な方 の々ための福祉
事業を行っているよ。例えば、ひとりぐらしの高齢者の
安否確認事業では、実際に家で倒れている方を発見
し、大事に至る前に救急車を呼んだことも。
　また、福祉活動をしたい区民の方々が活動に参加できるようにするなど、地域福祉の調
整役でもあるんだ。災害時には災害ボランティアセンターを立ち上げてボランティアの受け
入れや派遣を行うなど、地域福祉の重要な役割を担っているよ。

Ａ.
①第２次葛飾区地域福祉活動計画の推進
②地域との連携強化
③地域人材の育成や福祉教育の充実
④社協ＰＲ　　⑤財務体制強化

今年度の　　　　　　　  　 である社協の基本目標

葛飾社協が取り組む３つの柱

他にも様々な事業を実施しております。詳しくは、お問合せいただくか、ホームページをご覧ください。 ◆問合せ　企画総務係　☎5698-2411

地域のつながりを広め、地域の困りごとを地域
みんなで自主的に解決するための仕組みづ
くりを進めていきます。

小地域福祉活動

小中学校等への福祉・ボランティア出前
講座など

福祉教育の充実

ボランティアの参加促進や育成

　地域における人と人とのつながりを
広げ、地域のきずなを強めることで、
安心して暮らせる葛飾を目指します

みんなで創り・育む

「地域のきずな」 　地域の中で生活する様々な人 と々ふれあい、福
祉活動への参加を進めることで、互いに理解する
心を育み、安心して暮らせる葛飾を目指します

みんなで創り・育む

「理解しあうこころ」

地域の課題そ
の１

●人のつながりが薄れている
●隣人がどんな人かわからない

●福祉情報は届いているか
●見守りが必要な人が増加している

サポートする方が保育園にお迎えした後、自宅
でお子さんをお預かりします。

ファミリー・サポート・センター

高齢者や障がい者の福祉サービスの利用援助
や金銭管理サービスなど

権利擁護センターかつしか（しっかりサポート）

しあわせサービス
日常生活で困った時の家事援助サービス

●仕事の都合で保育園のお迎えに間に合わない
●忘れっぽくなって、金銭管理など心配だ
●けがをしてしまって家の掃除ができない

地域の課題そ
の2

毎日（月～金）乳酸菌飲料を一声か
けて届け、高齢者の安否を確認し、
不測の事態に備えます。

ひとりぐらし高齢者毎日訪問事業

広く区民に周知し、各種訓練
や講座を実施します。

災害ボランティア
活動の支援

地域の課題そ
の3

みんなで創り・育む

「思いやりと安心の輪」
自分らしく安心して暮らせる葛飾
を目指します

に社協全体で取り組み、区民の皆さんが安心
して暮らせる葛飾の実現を目指し、様 な々福祉
事業を実施していきます。
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お知らせ ◦毎月第1・3土曜日は午前8:30〜午後5:00迄、また、毎週水曜日は午後7:30迄窓口業務を行っています（12月29日〜1月3日、祝日は除く）。なお、水曜日の午後
5:00以降及び土曜日はお取り扱いできない業務もありますので、詳しくはお問い合わせください。(土曜日の貸付相談は3日前までの事前予約が必要です。)

の
実
践
報
告
を
行
い
、
後
半
の
情
報

交
換
は
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し

て
静
間
宏
治
さ
ん
（
Ｋ
Ｔ
福
祉
研
究

所
主
任
研
究
員
）
に
進
行
を
お
願
い

し
ま
し
た
。

　

静
間
さ
ん
の
お
話
：
私
た
ち
が
生

活
し
て
い
る
〝
地
域
〞
に
は
、
○
町

△
丁
目
□
番
地
と
い
う
「
地
図
上
で

決
ま
っ
て
い
る
地
域
」
と
、
隣
近
所

や
商
店
街
の
お
店
の
人
な
ど
、
色
々

な
人
た
ち
（
子
ど
も
、
高
齢
者
、
障

が
い
者
な
ど
）
と
の
か
か
わ
り
に
よ

る
「
関
係
で
つ
く
ら
れ
る
地
域
」
が

あ
り
ま
す
。
今
、
孤
立
死
や
消
え
た

高
齢
者
問
題
等
に
み
ら
れ
る
家
族
や

地
域
か
ら
の
孤
立
が
問
題
視
さ
れ
て

い
る
中
で
、
そ
の
地
域
に
住
む
人
同

士
が
、
か
か
わ
り
、
つ
な
が
る
こ
と

が
重
要
で
あ
り
、
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
「
地
図
上
で
決
ま
っ
て
い
る
地

域
」
に
お
い
て
、
こ
の
「
関
係
で
つ

く
ら
れ
る
地
域
」
を
つ
く
っ
て
い
く

こ
と
が
、
ま
さ
に
社
協
が
取
り
組
ん

で
い
る
小
地
域
福
祉
活
動
〝
ふ
く
し

の
ま
ち
づ
く
り
〞
で
す
。

　

私
ど
も
社
協
で
は
、
地
域
の
皆
さ

ん
一
人
ひ
と
り
が
地
域
か
ら
孤
立
し

な
い
よ
う
に
、〝
人
と
人
と
を
結
び
〞、

〝
人
と
地
域
を
結
び
〞
ま
ち
の
絆
を

強
く
す
る
小
地
域
福
祉
活
動
〝
ふ
く

し
の
ま
ち
づ
く
り
〞
を
、
区
内
全
19

地
区
へ
展
開
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
皆
様
の
お
力
添
え
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

19
地
区
の
連
合
自
治
町
会
を
単
位

と
し
て
、
自
治
町
会
や
民
生
児
童
委

員
を
は
じ
め
と
す
る
地
域
の
皆
さ
ん

と
一
緒
に
、
小
地
域
福
祉
活
動
〝
ふ

く
し
の
ま
ち
づ
く
り
〞
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
こ
の
取
り
組
み
は
、
地

域
全
体
で
支
え
あ
う
し
く
み
を
築

き
、
住
民
自
身
が
地
域
で
の
困
り
ご

と
や
心
配
ご
と
な
ど
の
解
決
に
向
け

た
活
動
方
法
を
考
え
、
実
践
し
て
い

く
こ
と
で
、
「
お
互
い
の
顔
が
見

“
ふ
く
し
の
ま
ち
づ
く
り
”の
輪

　

か
つ
し
か
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
で
は
、
小
中
学
校
の
福
祉
教
育
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
学
習
を
様
々
な

形
で
応
援
し
て
い
ま
す
。
セ
ン
タ
ー

で
実
施
し
て
い
る
「
福
祉
・
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
出
前
講
座
」
に
は
、
昨
年

度
、
学
校
か
ら
の
依
頼
が
32
校
計
59

回
あ
り
、
延
べ
４
９
３
０
名
の
児
童

・
生
徒
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
参
加

さ
れ
た
児
童
か
ら
は
、
「
耳
が
聞
こ

え
な
く
て
も
お
仕
事
を
し
て
い
る
の

で
驚
き
ま
し
た
」
、
「
も
っ
と
手
話

を
学
ん
で
み
た
い
」
と
い
っ
た
感
想

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
今
年
度
は
、
地
域
の

方
々
に
も
福
祉
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

つ
い
て
学
ん
で
い
た
だ
く
機
会
を
積

極
的
に
設
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
障
が
い
の
あ
る
方
を
理

解
す
る
た
め
の
お
話
し
を
聞
い
た

り
、
車
椅
子
介
助
や
手
話
を
体
験
す

る
な
ど
…
。
福
祉
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
つ
い
て
詳
し
く
知
り
た
い
、

学
ん
で
み
た
い
方
に
は
、
「
福
祉
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
出
前
講
座
」
と
し

て
、
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
セ
ン

タ
ー
職
員
が
伺
っ
て
、
福
祉
教
育
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
学
習
の
取
り
組
み
を

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※�

ご
自
分
の
経
験
を
活
か
し
て
、

福
祉
教
育
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
学

習
に
協
力
し
て
い
た
だ
け
る
方

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◆
問
合
せ　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー

　

代
表
の
鶴
岡
幸
子
さ
ん
に
お

話
し
を
伺
い
ま
し
た
。

Ｑ
活
動
内
容
な
ど
教
え

て
く
だ
さ
い
。

　

私
た
ち
の
会
は
、
視
覚
障
が

い
者
並
び
に
読
書
の
困
難
な
人

た
ち
に
、
情
報
を
音
声
化
し
て

提
供
す
る
こ
と
を
目
的
に
活
動

し
て
い
ま
す
。

Ｑ
活
動
を
通
じ
て
の
喜

び
や
や
り
が
い
は
？

 

苦
労
し
て
作
っ
た
録
音
図
書

資
料
を
聴
い
て
「
本
当
に
あ
り

が
と
う
！
」
の
一
言
が
、
次
の

頑
張
る
力
に
つ
な
が
り
ま
す
。

ま
た
、
同
じ
目
的
を
持
つ
た
く

さ
ん
の
仲
間
に
出
会
え
た
こ
と

や
録
音
図
書
の
理
解
者
が
少
し

ず
つ
増
え
て
き
て
い
る
こ
と
が

う
れ
し
い
で
す
ね
。

Ｑ
今
後
の
活
動
の
予
定

は
？

　

４
月
か
ら
「
広
報
か
つ
し

か
」
の
音
声
版
を
製
作
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
学

習
障
が
い
な
ど
の
子
ど
も
に
、

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
Ｄ
Ａ
Ｉ
Ｓ
Ｙ

図
書
等
の
音
源
提
供
や
啓
発
活

動
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

「
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
Ｄ
Ａ
Ｉ
Ｓ
Ｙ

（
デ
イ
ジ
ー
）図
書
」を
知
ろ
う
！

体
験
し
よ
う
！

　

「
読
む
こ
と
が
困
難
（
デ
ィ

ス
レ
ク
シ
ア
）
」
な
子
ど
も
の

学
習
支
援
の
一
環
で
Ｄ
Ａ
Ｉ
Ｓ

Ｙ
図
書
が
製
作
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

デ
ィ
ス
レ
ク
シ
ア
と
Ｄ
Ａ
Ｉ

Ｓ
Ｙ
図
書
に
つ
い
て
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
。

◆
日
時　

５
月
25
日
（
土
）
午

後
２
時
〜
４
時

◆
会
場　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

室
（
ウ
ェ
ル
ピ
ア
か
つ
し
か
１

階
）

◆
内
容　

学
習
障
が
い
の
理
解

に
つ
い
て
、
Ｄ
Ａ
Ｉ
Ｓ
Ｙ
図
書

体
験　

な
ど

◆
講
師　

矢
部 

剛
さ
ん
（
公

益
法
人
伊
藤
忠
記
念
財
団
）

◆
参
加
費　

無
料

◆
申
込　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
へ
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
、
５
月
22
日
（
水
）
ま
で
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
主
催　

葛
飾
音
訳
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
会

◆
共
催　

全
国
音
訳
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　

葛
飾
区
社
会
福
祉
協
議
会

◆
協
力　

公
益
法
人 

伊
藤
忠

記
念
財
団

大学の学費は３段階で納めます（金額は文系私立４年制大学の平均）

※注:（　）内の月は一般入試での日程です。AO入試・推薦入試では数ヶ月早まります。

合格時に納入（2月）
入学金　約25万円

入学手続き時に納入（3月）
前期分授業料・施設設備費等　約53万5千円

9月に納入
後期分授業料　約37万円

文系大学の平均納付金額1,155,405円文系大学の平均納付金額1,155,405円
入学手続きまでに必要なお金は約785,000円入学手続きまでに必要なお金は約785,000円

小地域福祉活動に取り組んでいる地区
№ 地区名 委　　員　　会　　名 開始年度
１ 四つ木 四つ木地区小地域福祉活動推進委員会 Ｈ20年度
２ 東金町 東金町地区小地域福祉活動推進委員会 Ｈ20年度

３ 新小岩 新小岩小松菜いちょう倶楽部
（新小岩地区小地域福祉活動推進委員会） Ｈ22年度

４ 青　戸 青戸地区福祉活動委員会 Ｈ22年度
５ 水　元 水元地区福祉活動推進・運営委員会 Ｈ22年度
６ 西水元 西水元地区小地域福祉活動推進委員会 Ｈ23年度

７ 柴　又 柴又ふれあいネット
（柴又地域福祉活動推進委員会） Ｈ23年度

８ 南綾瀬 南綾瀬小地域福祉活動推進委員会 Ｈ24年度
9 東立石 東立石小地域福祉活動推進委員会（３月～） Ｈ24年度

地域の福祉教育
ボランティア学習
地域の福祉教育
ボランティア学習

応援しま
す

福
祉
サ
ポ
ー
タ
ー
訪
問

～
葛
飾
音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
さ
ん

に
お
聞
き
し
ま
し
た

～

教育資金
1

進学費用はどれくらいかかる?

～まずは進学にいくら必要か
　　調べてみましょう　　～

　これから、高校や大学あるいは専門学校の受験を控えるお
子さんをお持ちの保護者のなかには、進学資金準備に頭を悩
ませている方もあるのではないでしょうか。
　この進学資金について、社協の教育支援資金貸付におけ
る、数多くの相談事例を通じて見えてきたことを、５回シリ
ーズでお伝えいたします。１回目は、進学のため、いつまで
にいくら準備すればよいかを考えます。

■進学にはいくらかかるのか

　都内私立高校の場合、東京都が調べた25年度入学の初年度
納付金は平均で883,829円でした。このうち合格後の入学手
続き時までに、入学金や施設設備費等として約40万円程度準
備しておく必要があります。また、この他、入学までに（多
くの場合は３月中）制服や体操着等の購入のため15万円程度
は必要となります。
　一方大学です。文系私立大学では、入学手続き時に必要な
納付金は、入学金や半期分（４月～９月）の授業料等で約78
万5千円です。文部科学省が調査した平成23年度の初年度納
付金の総額では、文系では平均1,155,405円ですが、理系で

は少し高く平均1,497,747円でした。国立大学では理系・文
系ともに817,800円です。短大や専門学校についても、私立
大学と同額程度と考えて良いでしょう。
　また、これら大学等の授業料は、月払いが多い高校とはち
がい、半期ごとに６ヶ月分をまとめて納
入しなければならないので、注意が必要
です。
　納付金の額は学校ごとに異なります。
進学したい学校のホームページや
募集要項等で早い時点で確認して
おくことが重要です。志望校が決
まっていない場合でも、候補の学
校の納付金額や納付期限を調べて
おくととても参考になります。

■生活保護の場合は?

　では、生活保護世帯ではどうでしょう。都立高校であれ
ば、「生業扶助」の給付で、学費や通学の交通費等含めてほ
とんどの費用をまかなうことができます。私立高校を希望す
る場合であっても、たいていは奨学金の借入等で対応できま
す。また、大学についても同様です。でも、合格しないとこ
れらの制度を活かせません。合格できるように、しっかり勉
強しましょう。
　奨学金の多くは在学している学校が申込先となります。学
校により、すでに奨学金の予約受付が始まっているかもしれ
ませんので、奨学金について一度在学校に相談してみるのも
よいでしょう。
　次号ではこの「奨学金」についてお伝えします。

小学校での手話体験学習

発しか かつ

表
者
が
集
ま

り
「
情
報
交

換
会
」
を
開

催
し
ま
し

た
。
前
半

は
、
各
地
区

り
を
目
指
す
も

の
で
す
。
さ
る

１
月
30
日
に
、

先
進
的
に
〝
ふ

く
し
の
ま
ち
づ

く
り
〞
に
取
り

組
ん
で
い
る
８

つ
の
地
区
の
代

え
、
あ
い
さ
つ
が

で
き
る
、
何
か
あ

っ
た
ら
地
域
で
支

え
る
」
関
係
づ
く

小地域福祉活動実施地区による

情報交換会開催報告
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◦�成年後見制度の利用や遺言・相続などについて、しっかりサポートの専門相談をご利用ください。
（5/9、6/13㈭司法書士、5/23、6/27㈭弁護士）要予約、無料です。　◆問合せ　しっかりサポート

平成25年1月1日から3月31日まで

善意の 寄附ご

やる気

やりがい

思いやり

基 本 目 標

　

こ
の
計
画
は
、
「
第
２
次
葛

飾
区
地
域
福
祉
活
動
計
画
」
の

基
本
理
念
で
あ
る
『
み
ん
な
で

創
り
・
育
む　

安
心
し
て
暮
ら

せ
る
「
わ
が
ま
ち
葛
飾
」
』
の

実
現
に
向
け
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
確
実
に
推
進
す
る
た
め

の
基
本
計
画
と
な
る
も
の
で

す
。

　

葛
飾
区
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
の
活
性
化
を
図
る
と

同
時
に
、
ふ
れ
あ
い
・
支
え
あ

い
・
た
す
け
あ
い
な
が
ら
、
誰

も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域

づ
く
り
に
つ
な
げ
ま
す
。

ボランティア活動を担う人材の
育成に重点的に取り組みます！

策定方法
　学識経験者・ボランティア活
動者・関係機関の方から構成さ
れる「ボランティア活動推進計
画検討委員会」で検討を行いま
した。
　計画の概要版はホームページ
でご覧いただけます。
http://www.katsushika-shakyo.
com/vc/

か
つ
し
か
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
策
定
し
ま
し
た

推
進
計
画

　学校や地域で「福祉・
ボランティア出前講座」を
実施します。各種講座終
了後に、ボランティア活動
の実践につながるよう、ボ
ランティア活動実践プログ
ラムを提供します。

　入門からステップアッ
プ、専門ボランティアなど
のコース設定、カリキュラ
ムの再構築を行います。
　災害ボランティア講座を
開講し、災害ボランティア
登録制度を充実させます。

　身近な地域で幅広い年
齢層を対象にした出前講
座や交流会を開催します。
　ボランティアまつりへの
参加をすすめます。

　ボランティアセンターの
ホームページのリニューア
ル（ボランティア活動・情
報掲載）、メールマガジン
を発行します。
　「ボランティアガイドブ
ック」を発行します。

出前講座による福祉教育の充実ボランティア養成講座等の再構築

ボランティア等に関心を持つための場づくり情報収集・発信の充実

　今回もたくさんの善意のご寄附をありがとうございました。皆
さまからいただいたご寄附は、社協の貴重な資金として、地域
福祉を推進していくための事業に活用させていただきます。な
お、掲載については細心の注意を払っておりますが、万一誤字
等がございましたら、ご容赦願います。（順不同・敬称略）

　ボランティア活動は、自分の意志で、人々・団体・地域等を支
えるための行動です。ボランティアの心を育て、その心が一人で
も多くの人に広がるようなまちをつくっていきます。

　誰もが生涯を通じて、ボランティア活動に取り組み、その活動
を通じて、達成感、出会い、学びの機会を得る。そんなボランテ
ィア文化あふれるまちをつくっていきます。

　ボランティア活動者が活躍することで、職業や年齢を超えた地
域のつながりが生まれます。ボランティアの躍動的な力があふれ
るまちをつくっていきます。

本会への福祉事業資金として
○岩沢俊夫（高砂6） 49,250円
○日蓮宗東京東部社会教化事業協会 30,000円
○日本キリスト教団青戸教会 20,000円
○ 新小岩青年連合・新小岩はやし連
一同

50,000円

○東立石自治会 30,000円
○ セブンスデー･アドベンチスト教
団金町キリスト教会

27,110円

○㈱松栄シルク 100,000円
○東京土建一般労働組合葛飾支部　 232,742円
○高砂みのり会グラウンドゴルフ部 9,665円
○竹内秀光（亀有4） 20,000円
○パチンコ一福 300,000円
○カトレア美容室 5,000円
○佐藤久美子（東水元5） 5,388円
○鵜澤正之（東金町7） 5,000円
○東京聖栄大学学友会 100,000円
○葛飾区グラウンド・ゴルフ協会 15,000円

○読売センター亀有 40,000円
○読売センター亀有北口 10,000円
○高砂長生会 8,170円
○サークルせせらぎ 33,443円
○ イトーヨーカドー労働組合常磐南
ブロック

83,700円

○四つ木地区センター等運営協議会 19,443円
○小菅東自治会防犯部 8,869円
○点字グループ・アイ 3,000円
○笹よしゆき美容室 27,878円
○東京江北ライオンズクラブ　 50,000円
○パルフェスタ実行委員会 8,443円
○いずみ会　　 7,715円
○葛飾区伝統産業職人会 108,000円
○葛飾区デフママの会 5,000円
○堀切ふれあい会 3,865円
○社協窓口募金箱 21,413円
○瀬川淑子（金町３） 10,000円
○匿名12件 155,000円

ボランティア
センター

Ⅰ ボランティアの心が広がるまち

Ⅱ ボランティア文化あふれるまち

Ⅲ ボランティアの力に満ちたまち

㈱松栄シルク （25.1.10）
代表取締役の松井様（写真左）か
ら葛飾の福祉に役立ててほしいと
寄附していただきました。

東京聖栄大学学友会 （25.2.19）
昨年11月に開催した聖栄葛飾祭
の収益の一部を地域の活性化や地
域住民のために活かしてほしいと
学友会の大森さん（中央）と佐藤
さん（右）が代表して寄附をお持
ちいただきました。

葛飾区グラウンド・ゴルフ
協会� （25.2.19）
毎週水・土曜日の午前中に柴又河
川敷で活動しています。ホールイ
ンワンした会員の気持ちのこもっ
た募金を地元に還元しようという
ことで、寄附していただいてます。

イトーヨーカドー労働組合
常磐南ブロック� （25.3.7）

常磐南ブロック７支部に所属する
組合員の皆さまから、地域福祉に
貢献しようと寄附していただきま
した。

やる気

やりがい

思いやり

やる気

やりがい

思いやり

主な内容

皆さんありがとう
ございました！

計
画
期
間
：
平
成
25
～
28
年
度

　社協は、今年も地区高齢者支援活動助成
事業を実施いたします。
　地区高齢者支援活動助成事業とは、高齢
者の長寿を祝い、地域のつながりや高齢者
同士の交流によって、高齢者が住み慣れた
地域でいきいきと暮らすために、自治町会
等が行う健康づくり事業や生きがいづくり
事業、敬老事業等の「高齢者支援活動」に対
し、その経費の一部を助成するものです。
　この助成金は、地域の皆さんからお寄せ
いただいた社協会員の会費や歳末たすけあ
い募金の配分金、また区の補助金を活用
し、地区自治町会連合会に交付されます。
地区自治町会連合会では、地区内の自治町
会等が実施する「高齢者支援活動」に活用
されています。

　この名簿にご自身の情報の登載を希望さ
れない方は、平成25年6月24日（月）までに
ご連絡ください。
　自治町会などが「高齢者支援活動」を行
うための参考資料として、社協では区から
70歳以上の方の名簿の交付を受け、自治
町会にこれを提供しています。
　この名簿の提供について社協は、「高齢者
支援活動」の目的以外に使用しないことと
する協定を、名簿の提供先となる自治町会
等と結び、個人情報保護法に準拠した適切
な取り扱いをいたします。

◆問合せ・お申し出先　貸付・助成係

「
立
石
地
区
連
合
町
会
主

催
に
よ
る
高
齢
者
慰
安
会
」

「
奥
戸
町
会
主
催（
奥
戸
地
区
町

会
連
合
会
）
に
よ
る
敬
老
会
」

社協は、地域の「高齢者支援活動」
に助成をしています！
（地区高齢者支援活動助成事業）

上記の「高齢者支援活動」のため、70歳以
上の方の名簿を自治町会へ提供します。
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小
学
校
３
年
生
ま
で
の
お
子
さ
ん
を

扶
養
す
る
ひ
と
り
親
家
庭
等
に
対
し
、

理
由
に
応
じ
て
、
育
児
支
援
や
家
事
援

助
を
提
供
す
る
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
を
派

遣
し
て
い
ま
す
。

◆
提
供
内
容

※

個
々
の
状
況
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

☆
保
護
者
の
就
労
・
児
童
の
病
後
時

…

育
児
支
援
。
月
６
〜
12
回
以
内
。
１

回
４
時
間
ま
た
は
８
時
間
以
内
。

☆
保
護
者
の
一
時
的
な
疾
病
時…

家

事
援
助
と
育
児
支
援
。
月
６
回
以
内
。

１
回
８
時
間
以
内
。

◆
派
遣
時
間

午
前
７
時
〜
午
後
９
時

◆
利
用
料

住
民
税
が
均
等
割
課
税
の
方
ま
で
は

無
料
。
そ
れ
以
上
の
方
は
課
税
額
に

応
じ
て
負
担
あ
り
。

◆
必
要
書
類

①
児
童
扶
養
手
当
証
書
の
写
ま
た
は

戸
籍
謄
本
と
住
民
票
各
１
通

②
住
民
税（
非
）課
税
証
明
書

③
就
労
証
明
書（
様
式
あ
り
）等

④
印
鑑

　

※

状
況
に
よ
り
必
要
書
類
が
異
な
り

ま
す
。

◆
ご
利
用
方
法

事
前
に
登
録
が
必
要
で
す
の
で
、
ご

連
絡
の
上
社
協
ま
で
来
所
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
利
用
申
込
は
事
前
受

付
と
な
り
、
急
の
ご
利
用
は
で
き
ま

せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

※

ご
事
情
に
よ
り
提
出
で
き
な
い
書

類
が
あ
る
場
合
等
、
詳
し
く
は
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

仕事 家事 育児

一人でがんばっていませんか。

● ご利用ください ●

ひとり親家庭等
ホームヘルプサービス◆申込み・問合せ  福祉サービス係

広告

申込み・問合せ先一覧
■企画総務係� 5698-2411　FAX 5698-2513
■福祉サービス係 5698-3216　■貸付・助成係 5698-2457
■ファミリー・サポート・センター� 5698-4151
■しっかりサポート� 5672-2833
■受験生チャレンジ支援貸付担当� 5671-5175
■小地域福祉活動担当課� 5698-2435
■ボランティアセンター�5698-2511  FAX5698-2512
FAXで申込みの場合、「講座等の名称、住所、氏名、フ
リガナ、電話番号」を記入してください。
■ワークスかつしか（立石6-38-11・1面下の地図参照）� 3692-3181

⬅
「
申
込
み・問
合
せ
一
覧
」の
各
担
当
係
へ
直
接
お
申
し

　

込
み
く
だ
さ
い
。

音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
入
門

　

音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講

座（
初
級
）を
受
講
す
る
前
に
、

音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
は
ど
う

い
う
活
動
な
の
か
を
体
験
し
て

い
た
だ
く
講
座
で
す
。

◆
日
時

　

5
月
14
日
・
21
日
の
火
曜
日

（
全
2
回
）
午
後
1
時
30
分
〜

3
時
30
分

◆
講
師

　

葛
飾
音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

会◆
会
場

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
室
（
ウ

ェ
ル
ピ
ア
か
つ
し
か
1
階
）

◆
定
員

　

20
名
（
申
込
多
数
は
抽
選
）

◆
受
講
料　

無
料

◆
申
込
方
法

　

往
復
ハ
ガ
キ
に
講
座
名
・
住

所
・
氏
名
・
フ
リ
ガ
ナ
・
電
話

番
号
を
記
入
し
、
5
月
2
日

（
木
）（
必
着
）ま
で
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
み
・
問
合
せ

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養

成
講
座
（
初
級
）

　

視
覚
に
障
が
い
の
あ
る
方
た

ち
の
た
め
に
、
音
訳
や
対
面
朗

読
の
技
術
を
学
ぶ
講
座
で
す
。

全
日
程
に
参
加
し
、
修
了
後
、

音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
が

で
き
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

◆
日
時

　

5
月
28
日
〜
8
月
6
日
の
火

曜
日
（
全
11
回
）
午
後
1
時
30

分
〜
3
時
30
分

◆
講
師

　

中
島
久
子
氏
（
元
日
本
点
字

図
書
館
講
師
）

◆
会
場

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
室
（
ウ

ェ
ル
ピ
ア
か
つ
し
か
1
階
）

◆
対
象

　

初
級
講
座
の
受
講
経
験
が
な

い
方
で
修
了
後
音
訳
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
し
て
活
動
で
き
る
区
内

在
住
の
方

◆
定
員

　

20
名
（
申
込
多
数
は
抽
選
）

◆
受
講
料

　

無
料
（
ア
ク
セ
ン
ト
辞
典
を

ご
用
意
く
だ
さ
い
。
電
子
辞
書

版
で
も
結
構
で
す
。
※
推
奨

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
日
本
語
発
音
ア
ク
セ

ン
ト
辞
典 

新
版
」
）

◆
申
込
方
法

　

往
復
ハ
ガ
キ
に
講
座
名
・
住

所
・
氏
名
・
フ
リ
ガ
ナ
・
電
話

番
号
を
記
入
し
、
5
月
21
日

（
火
）（
必
着
）ま
で
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
み
・
問
合
せ

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

交
通
遺
児
等
の
方
へ

　

高
校
進
学
を
祝
い
、
奨
励
金

を
贈
り
ま
す
。

◆
対
象
者

　

4
月
1
日
現
在
、
区
内
に
住

所
を
有
し
、
4
月
か
ら
高
等
学

校
へ
入
学
さ
れ
た
交
通
遺
児
等

（
交
通
事
故
・
災
害
・
病
気
等

に
よ
り
両
親
又
は
父
母
の
い
ず

れ
か
亡
く
さ
れ
た
方
。
す
で
に

両
親
の
な
い
場
合
は
保
護
者
を

亡
く
さ
れ
た
方
。
）

◆
贈
呈
額

　

交
通
遺
児
等 

一
人
に
つ
き

２
０
，
０
０
０
円

◆
申
請
方
法

　

保
護
者
の
方
が
、
次
の
書
類

を
社
協
窓
口
へ
持
参
も
し
く
は

郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　

①
申
請
書
②
在
学
証
明
書

（
身
分
証
明
書
や
学
生
証
は
不

可
）
③
父
母
等
の
死
亡
を
確
認

で
き
る
書
類
（
住
民
票
の
除
票

や
戸
籍
謄
本
・
抄
本
）④
保
護
者

が
現
に
扶
養
し
て
い
る
こ
と
を

証
す
る
書
類
（
4
月
1
日
以
降

発
行
の
世
帯
全
員
の
住
民
票
）

▽ 

申
請
期
間
中
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
申
請
書
を
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

◆
申
請
・
交
付
期
間

　

4
月
25
日
（
木
）
〜
5
月
10

日
（
金
）（
必
着
）
ま
で

※ 

奨
励
金
の
交
付
は
窓
口
の
み

で
す
。（
印
鑑
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。
）

◆
申
込
み
・
問
合
せ

　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
係

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー

プ
助
成
金
の
お
知
ら
せ

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
育
成

・
発
展
を
は
か
る
た
め
、
区
内

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の

活
動
に
対
し
、
助
成
金
を
交
付

し
ま
す
。

◆
申
請
条
件
（
全
て
の
条
件
を

満
た
し
て
い
る
こ
と
）

　

①
区
内
で
活
動
し
て
い
る
メ

ン
バ
ー
が
5
名
以
上
い
る
グ
ル

ー
プ
で
あ
る
こ
と
。
②
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
が
実
施
す
る

事
業
に
参
加
・
協
力
で
き
る
グ

ル
ー
プ
で
あ
る
こ
と
。
③
か
つ

し
か
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

に
、
平
成
25
年
5
月
末
現
在
で

グ
ル
ー
プ
登
録
済
み
で
あ
る
こ

と
。
④
グ
ル
ー
プ
に
登
録
し
て

い
る
会
員
の
う
ち
、
3
分
の
2

以
上
が
区
内
在
住
で
あ
る
こ

と
。

◆
対
象
事
業

【
Ａ
区
分
】

①
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
発
展

さ
せ
る
た
め
の
学
習
会
や
研
修

活
動
②
必
要
な
器
具
・
機
材
の

整
備
③
モ
デ
ル
的
活
動
④
ニ
ュ

ー
ス
の
発
行
⑤
そ
の
他
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
の
育
成
・
推
進

の
た
め
に
必
要
な
も
の

※ 

た
だ
し
、
①
〜
④
に
つ
い
て

は
、
人
件
費
、
食
料
費
、
グ

ル
ー
プ
内
の
親
睦
、
常
用
的

な
経
費
、
実
施
済
事
業
へ
の

補
填
は
対
象
外
と
し
ま
す
。

【
Ｂ
区
分
】

　

消
耗
品
費
、
通
信
運
搬
費
、

会
場
使
用
料
等

◆
助
成
金
額
（
上
限
）

　

Ａ
区
分　

7
万
円

　

Ｂ
区
分　

5
千
円

◆
申
請
期
間

　

5
月
20
日
（
月
）
〜
6
月
3

日
（
月
）

◆
申
請
方
法

　

直
接
持
参
ま
た
は
郵
送

※ 

申
請
資
料
は
、
5
月
7
日

（
火
）か
ら
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
窓
口
で
配
布
（
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
も
可
）。詳
細
は
、資
料

の
申
請
事
項
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

◆
申
込
み
・
問
合
せ

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

地
域
で
家
事
な
ど
の
支
援
が
で

き
る
方
募
集
し
ま
す
！

し
あ
わ
せ
サ
ー
ビ
ス
協

力
会
員
登
録
説
明
会

　

し
あ
わ
せ
サ
ー
ビ
ス
は
区
民

同
士
の
助
け
合
い
に
よ
る
有
償

の
会
員
制
の
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　

高
齢
者
や
妊
産
婦
な
ど
家
事

等
で
困
っ
て
い
る
方
の
お
宅
へ

掃
除
や
買
物
・
洗
濯
・
食
事
作

り
等
の
協
力
を
い
た
だ
け
る

「
協
力
会
員
」
へ
の
登
録
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

◆
日
時

　

5
月
27
日（
月
）10
時
〜
正
午

（
予
約
不
要
。
開
始
時
間
ま
で

に
お
越
し
下
さ
い
）

◆
会
場

　

社
協
研
修
室
（
ウ
ェ
ル
ピ
ア

か
つ
し
か
1
階
）

◆
お
持
ち
い
た
だ
く
も
の

①
健
康
保
険
証
ま
た
は
運
転
免

許
証
②
印
鑑

◆
登
録
資
格

　

18
歳
以
上
の
健
康
な
方
な
ら

男
女
を
問
わ
ず
ど
な
た
で
も
登

録
い
た
だ
け
ま
す
。

※ 

活
動
に
は
1
時
間
に
つ
き
700

円
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

　

 　

な
お
、
利
用
会
員
は
い
つ

で
も
登
録
で
き
ま
す
の
で
、

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
み
・
問
合
せ

　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
係

地
域
の
皆
さ
ま
の
力
が
必
要
で
す
！

ご
近
所
で
の
小
さ
な
お
手
伝
い
！

生
活
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
メ
ン
バ
ー
募
集

◆ 

生
活
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

は
？

　

高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る

方
々
が
、
日
常
生
活
の
中
で

『
ち
ょ
っ
と
し
た
困
り
ご
と
』

が
あ
る
時
に
、
地
域
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
が
、
そ
の
ち

ょ
っ
と
し
た
〝
困
り
ご
と
〞
を

お
手
伝
い
す
る
も
の
で
す
。

◆ 

生
活
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募

集
！

・
男
女
問
わ
ず
、
ど
な
た
で
も

活
動
で
き
ま
す
。

・
報
酬
は
活
動
１
回
に
つ
き
300

円
で
す
。

◆
主
な
活
動
内
容

　

お
お
よ
そ
１
時
間
ぐ
ら
い
で

終
わ
る
活
動
で
す
。

・
窓
拭
き
・
蛍
光
灯
の
交
換
・

小
規
模
な
植
木
の
せ
ん
定
、
草

む
し
り　

な
ど
で
す
。

活
動
を
希
望
さ
れ
る
方
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
み
・
問
合
せ

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー


